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	講演の概要

この地球上には，約1千万種とも1億種ともいわれる生物が生育していると考えられています。しかし，現在，約175万種が認知されているにすぎず，まだ記載されていない名も無い生物種のほうが多いと推測されています。いったいどの様な未知なる生物種がいるのでしょうか？そもそも，それら多様な生物種は，どのようにして多様化・進化してきたのでしょうか？
　数ある生物群の中でも，何故か!? 水辺に生育する植物，しかも海洋植物（特に大型藻類）に魅了され系統・進化・分類の研究を続けてきました。海洋植物は，アサクサノリやコンブなど一部の有用海藻を除き普段の生活でも馴染みがなく，近年に至っても次々と新属や新種が見つかるなど陸上植物に比べて生物多様性の現状理解が進んでいません。また，海洋植物の多くは陸上植物に比べ起源が古く，数億年にわたる「進化の実験室」で誕生し現在まで生き抜いてきた多様性に満ちた種が多く存在しています。そういった意味で海洋植物という生物グループは多様性生物学にとってはまさに「宝の山」で，興味が尽きません。
今回のセミナーでは，分子マーカーを用いた海洋植物の種多様性研究（アオサ藻綱アオサ属・ミル属・ミルモドキ属・イワヅタ属，単子葉植物綱ウミクサ類）および環境適応に関わる分子進化（淡水適応，暗所適応）に焦点をあててお話したいと考えています。
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